
PCR 検査等実施の判断の目安 
 

１ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第 12 条第 1項及び第 14 条第 2項に基づく届出の基準等について 

（平成 18 年 3 月 8 日健感発第 0308001 号厚生労働省結核感染症課長通知）の別紙 

「医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準」（令和3年2月10日健感発0210第5号厚生労働省健康局結核感染症課通知） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き 

 

 

別紙 1 

第７ 新型コロナウイルス感染症 

１ 新型コロナウイルス感染症 

（４）感染が疑われる患者の要件 

患者が次のアからオまでのいずれかに該当し、かつ、他の感染症又は他の病因によることが明らかでなく、新型コロナウイルス感染症を疑う場合、これ

を鑑別診断に入れる。ただし、必ずしも次の要件に限定されるものではない。 
 

ア 発熱または呼吸器症状（軽症の場合を含む。）を呈する者であって、新型コロナウイルス感染症であることが確定したものと濃厚接触歴があるもの 

イ 37.5℃以上の発熱かつ呼吸器症状を有し、発症前 14 日以内にＷＨＯの公表内容から新型コロナウイルス感染症の流行が確認されている地域に渡航

又は居住していたもの 

ウ 37.5℃以上の発熱かつ呼吸器症状を有し、発症前 14 日以内にＷＨＯの公表内容から新型コロナウイルス感染症の流行が確認されている地域に渡航

又は居住していたものと濃厚接触歴があるもの 

エ 発熱、呼吸器症状その他感染症を疑わせるような症状のうち、医師が一般に認められている医学的知見に基づき、集中治療その他これに準ずるもの

が必要であり、かつ、直ちに特定の感染症と診断することができないと判断し（法第 14 条第 1項に規定する厚生労働省令で定める疑似症に相当）、新

型コロナウイルス感染症の鑑別を要したもの 

オ アからエまでに掲げるほか、次のいずれかに該当し、医師が新型コロナウイルス感染症を疑うもの 

・37.5℃以上の発熱かつ呼吸器症状を有し、入院を要する肺炎が疑われる（特に高齢者又は基礎疾患があるものについては、積極的に考慮する） 

・新型コロナウイルス感染症以外の一般的な呼吸器感染症の病原体検査で陽性となった者であって、その治療への反応が乏しく症状が増悪した場

合に、新型コロナウイルス感染症が疑われる 

・医師が総合的に判断した結果、新型コロナウイルス感染症を疑う 
濃厚接触とは、次の範囲に該当するもの 

・新型コロナウイルス感染症が疑われるものと同居あるいは長時間の接触 

（車内、航空機内等を含む）があったもの 
・適切な感染防護無しに新型コロナウイルス感染症が疑われる患者を診察、

看護若しくは介護していたもの 

・新型コロナウイルス感染症が疑われるものの気道分泌液若しくは体液等の

汚染物質に直接触れた可能性が高いもの 


